
近年、インターネットの普及による誤った情報の流布や薬物入手経路の変化、市販薬の過剰摂取（オー
バードーズ）など、薬物の乱用より身近な問題となっています。

荒川区では、薬物依存症からの回復支援施設であるダルクの協力を得て、2000年から薬物予防教育を
行ってきました。薬物予防教育は、保健師による薬物についてのお話、薬物依存症から回復した方の体験
談などを中心とした講演です。薬物乱用予防についての正しい知識を理解し、身近な問題として考える
きっかけとなったというお声を、多くいただいています。

● ご依頼お待ちしています ●
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